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昨日の「世界人権デー」にあわせて、
本校では「人権集会」を実施しました。
準備にあたっては、実行委員の生徒と人
権教育担当の西村先生が中心となり、計
画を進めてきました。集会の前半では、
実行委員による「人権意識アンケート」
の報告、「人権啓発活動」の紹介、「平戸
中学校人権宣言（案）」の発表、詩の朗
読が行われました。後半は、北松地区人
権教育研究協議会研究局長の田原先生を
お招きし、講演をしていただきました。
私からも、集会の中で次のようなお話を
しました（一部抜粋）。「『人権を知る』
ことは大切な一歩ですが、実際に行動に
移してこそ学びが生きてきます。校長と
して私が願っているのは、平戸中学校
が、生徒と先生方にとって『生活しやす
く、安心できる居場所』になることで
す。私が考える『生活しやすい学校』と
は、いじめがなく、笑顔が多い学校で
す。そして、生徒も先生も、どちらも
「笑顔で授業ができる」ことが理想で
す。しかし、今の平戸中学校を見てみる
と、残念ながらその理想が十分に実現で
きているとは言えません。生徒や先生が
寂しそうな表情を浮かべる場面があり、
その姿を見るたびに胸が痛みます。だか
らこそ、今日の人権集会をきっかけに、
一人一人が相手の気持ちを考え、思いや
りをもって行動してほしいと願っていま
す。きっと、今まで以上に笑顔があふれ
る平戸中学校になると信じています。生
徒の皆さんと先生方で、居心地のよい学
校をつくっていきましょう。」 
今回の人権学習・人権集会を通して、私たちと生徒が人権意識をさらに高め、これまで以上

に笑顔あふれる平戸中学校となることを心より願っています。 
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